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「毎年、この時期は出席する子が少ないんですよね。」・・・いったいどのくらいなんだろう？ 

 

多くの方々から、毎年この時期は出席する子どもたちが少なくな

ると聞いていましたが、昼食時の空席の様子から、本当に少ないこ

とを実感しました。そこで、いったいどのくらいの出席状況なの

か、調べてみました。 

７月２１日(土)は、６月３０日以降の転出、転入などもあり総数

３５６名に対して、２４０名の出席でした。(欠席 １１６名) 

【表１ 過去４年間の運動会参加児童生徒数】 

 

さて、本日８月１０日は、どのくらいの子どもたちが元気な声を校舎内に響かせてくれるのでしょうか。

日本やアメリカ国内外の楽しい土産話が、教室やカフェテリアで聞くことができれば、嬉しい限りです。子

どもたちの作品にも見物、観光の話題が増えてきています。観て、聴いて、感じて、味わって見聞を広げた

喜びや驚きなどを作品として掲載できればと願っています。 

ＰＮＦ様、ＷＡＣＯＭ様、ありがとうございました。・・・６年生からの感謝の寄せ書き 

  

 

 

 

 

 

年 度 開催日 総数 参加者数 割合  

２０１５年度 ６月２７日 ３８２ ２８４ ７４％ 

２０１６年度 ６月２５日 ３９０ ２８９ ７４％ 

２０１７年度 ６月２４日 ３８４ ３０１ ７８％ 

２０１８年度 ６月３０日 ３６８ ２５９ ７０％ 

ポートランド日本人学校だより 

２０１８．８．１０，１１ 

第１８－１５号(合併号) 

文責 校長 信國 寿敏 

  ６年生が６月２７日(水)に社会科見学をさせて頂いた「Pacific Nutritional Foods, Inc」様、

「WACOM Technology Services Corporation」様に、子どもたちの感謝の寄せ書きをお送りいたしま

した。社会科見学の目的である、その場所でないと見られない、感じられない、味わえない、聞けな

い、嗅げない等、五感で感じとった内容と感謝の気持ちが、寄せ書きに書き込まれていました。 

次号のわかば１６号に、子どもたちの社会科見学を終えた作文の一端を掲載する予定です。 

空席が目立つカフェテリア 7/21 
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今回は、３年生の「気になる記号」の報告文、そして、４年生の夏に

ふさわしい「すいかわり」を題材にした俳句を紹介します。                               

なお、次回は１年生、６年生を予定しています。 校長 信國寿敏 

枕のすしからの枕のすし 

「すいかわり」を題材に、男子は、すい

かわりのそう快感、喜びを表現し、女子

は、味覚や視覚を表現しているところが、

実に面白いですね。 

俳句で、すいかわり、すいかわりと、こ

れだけばっさりと割ってもらったら、すい

かも本望ではないでしょうか。 

アメリカのすいかは、どれを買ってもは

ずれがないほど、とても美味しいと思いま

すが、いかがでしょうか。 
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           車いすの記号 

              三年 佐伯 悠斗 

 

ぼくのクラスは、記号のことを国語の授業でならい

ました。ぼくたちは記号をさがすことになりました。 

ぼくは、お母さんと図書館に行って記号をさがして

写真をとりました。ぼくは、車いすをえらびました。

ぼくは、車いすの写真を見て、すぐ何かわかりまし

た。その記号は、車いすの人が図書館のドアをあけら

れない時のボタンをしめしていました。 

もう一つ分かったことは、絵に車いすがかいてあっ

たことです。くふうされていたことは、車いすの人が

とどかない場所にあるとこまるので、ひくい所にボタ

ンがつけてあることです。たいせつなことは、ボタン

の前に物がおいてあったら、車いすの人がおせないか

ら、ボタンの前に何もおかないように気をつけないと

いけないと思いました。 

       

一つの色で二つ知らせる 

           三年 上掛 晴紀 

  

ぼくは、この勉強をして、ぼくたちのみの

まわりには、記号がたくさんあると気づきま

した。ぼくがえらんだのは、次の記号です。 

この記号は、交さてんのはし

で見つけた記号です。 

まず、ぼくが見てほしいの

は、この赤色です。赤色は血の

色だから、けいこくしているこ

とをしめしているそうです。 

次に、赤色は遠くからでも目立つからだそ

うです。ぼくはいろいろな記号をしらべて、

それぞれ工夫されていることがわかりまし

た。よく考えられていて、おもしろいなと思

いました。 

 

車いすの記号を調べることを通して、障害を有する方々の目線でボタンの位置などをとらえて

いることなどから、優しい思いやりの心が育まれていることがよくわかります。 

もう一つのＳＴＯＰ標識は、文字通り「とまれ」を表し、文字を読むことができれば、何を伝

えたいかは、すぐにわかりますが、命にかかわる重大の標識であることを、運転する者に対し

て、色で表していることに着目したことは実に素晴らしいですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             しかの記号     

三年 大洞 成未 

        わたしたちの国語のじゅぎょうで、記号のことについて調べることになりました。

その記号が何をつたえるやくわりをしているか、どんなくふうがされているかを調べ

ました。 

 見つけた記号を紙にうつし、何をつたえようとしているかを考えました。そのときに気づいたくふ

うも書き出しました。分からないことは、後で家の人に聞きました。 

 わたしは、しかの絵が書いた記号について調べました。その記号の色は、黄色で、どうろにあると

とてもめだつ色だと思います。そして、その形はひしがたです。 

 この記号は、しかがとび出して来る事があるので、気をつけてうんてんするという意味をしめして

いるそうです。 

わたしは、記号がいろんな意味がある事が分かりました。ひょうしきの色で意味がちがうんだなと

気づきました。これからももっと記号の意味をおぼえたいと思います。 

                記号が大切なことを知らせている   

   三年 原田 琴美 

 わたしたちが行っている学校や、すんでいる家の中には、たくさん記号があります。意味が分からな

いいろんな記号が、何をつたえているか、何を表しているか、なぜあるか、あとどんなくふうがされて

いるかを調べました。 

 調べ方は、家の人に聞いたり、家の人が分からないことは、パソコンやスマホで調べました。わたし

は思ったこともつけたしました。わたしがえらんだのは次の記号です。 

         これは、ふくのタグについていた記号です。この記号は、アイロンの形をしてい

て、この絵では、丸が二つありますが、この記号には、いろんなしゅるいがありま

す。一つの丸は、だいたい１１０℃です。二つの丸があるときは、だいたい１５０℃

です。ほかにもいろいろなしゅるいがあります。この記号が表しているのは、ふくを

どのくらいのおんどでアイロンをすればいいかです。おんどは中の丸でわかります

が、タグにもおんどは書いてあります。この記号を見て、すぐにアイロンのおんどに

気がつくとわかりました。なぜかというと、タグに温度が書いてあったし、アイロン

の形だったからです。中の丸は、一つから三つあります。 

わたしは、この記号を調べて、とても楽しかったし、少しつかれました。でも、この記号を調べてよ

かったなと思いました。なぜかというと、いろいろなきごうがある中、一つだけでも記号を調べられた

からです。 

 

 アイロンの記号は、なかなか自分でアイロンかけをすることがないので、丸の数が温度を表

していることを初めて知りました。良く工夫された記号だなと感心しました。 

また、しかの記号は、日本国内やオレゴンでもたびたび見る機会がありましたが、アメリカ

の交通標識を検索する中で、馬車の記号やムースの記号など、その土地ならではの記号が多く

あることを知り、他にも何かあるのかと探求する心が膨らみました。 

【報告文を通して】 

三年生の報告文を通して、実に勉強になりました。「そんな意味があったんだ」「そうだった

のか」「他には、どんなものがあるのかな」と、思わずつぶやく内容ばかりでした。報告文に挿

入する写真を探したり、内容確認をしたりしていく過程で、あらためて気づいたり知ったりす

ることが多くありました。三年生の子どもたちが、一つの記号を調べることを通して、記号に

関心を持ったように、多くの読み手も記号への関心が高まったものと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もうすぐ６４歳を迎えますが、小学校６年生の時の運動会での悔しい思い出は、今でも覚えてい

ます。１９６０年代後半は、町内の対抗意識が非常に強く「町内対抗学団リレー」は花形種目でし

た。中学年時代から選抜されていたので、６年生最後の学団リレーもと意気込んで選考会に臨みまし

たが、惜敗しました。その時の悔しい思い出は、今となってはよき思い出となっています。 

子どもたちも、勝ち負けの悔しさ、褒められた時のうれしさなどを味わい素直に書いています。何

よりの楽しみであるおべんとうが美味しかったことは、時代が変わっても大いに共感できます。 

目の前の間欠泉の迫力、轟音に圧倒された様子も良く伝わり、一度は見たいものだと思いました。 
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